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1. はじめに 

 

本稿は山本宣明・横井隆志（2020）「Tableau 

による安全性分析ダッシュボードの構築 

― 中小企業と会計事務所の関係性に注目し

て ―」のデータ準備編として、セルフサービ

ス BIツール“Tableau”を用いた安全性分析

ダッシュボード作成のためのデータ準備と可

視化の手順を示す。 

Tableau は複雑なプログラミングなどのス

キルを必要とせず、マウスによる操作で可視

化の過程の大半をカバーできるなど、能動的

にデータと向き合うハードルを劇的に低くす

ることに大きく貢献する。また、様々なデー

タに接続して非破壊編集を行うことができ、

複数のデータソースに接続する場合も、予め

共通の項目を用意することで即時に可視化を

実現することが可能となる。本稿ではオープ

ンデータを用いて安全性分析ダッシュボード

を作成し、そのデータ準備と可視化の手順を

示すことで広く応用されることを目指す。 

なお、本稿で作成した安全性分析ダッシュ

ボードは、Tableau Public（https://public.

tableau.com/views/11240/sheet0?:embed=y

&:display_count=yes&:origin=viz_share_li

nk）で公開している。 

 

 

 

2. データ準備の基本 

 

2.1. Tableauによる可視化に求められるデ

ータの構造 

会計ソフトやデータベースから取得したデ

ータを Tableauに接続するにあたり、Tableau

がどのようにデータを取り扱うかを理解し、

それに合わせて接続するデータを形成する必

要がある。 

Tableau では、接続したデータのフィール

ドをディメンションとメジャーに分類し、そ

れらを基準にデータの可視化を行う。 

Tableau Desktop をセットアップする際に

インストールされるサンプル – スーパース

トア.xlsを開いてみると、1行目に行 ID、オ

ーダーID、オーダー日等のディメンションに

分類されるフィールドと、売上、数量、割引

率、利益というメジャーに分類されるフィー

ルドが配置されている。2 行目以下には、行

ID から利益までの一連のフィールドのデー

タを持つレコードが配置されている（図 1）。

このように、Tableau へ接続するデータは列

にフィールド、行にレコードが配置された、

典型的なデータベースの構造となっている必

要がある。Excel でよく行われる行と列にそ

れぞれ独立した項目が割り当てられ、クロス

集計された状態のデータは Tableauへの接続

には適さない。 

Tableau へ接続するためのデータの準備を

行うアプリケーションとして Tableau Prep 
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Builder が提供されているが、本稿では

Tableau Prep Builder を用いず、Excel と

Tableau Desktopのみを用いて可視化を行う。 

 

 

図 1 サンプル - スーパーストアのデータ構造 

 
出所：Tableau Softwareによるデータをもとに筆者作成 

 

3. 安全性の主要な指標の推移の可視

化 

 

ここから、主なダッシュボードの作成の手

順を示す。 

 

3.1. 安全性の主要な指標の推移の可視化

の準備 

安全性の主要な指標は、貸借対照表、損益

計算書、キャッシュフロー計算書の数値を参

照するかたちで算出する。指標の算出は

Tableau 上で「計算フィールドの作成」によ

り行う方法、Excel 上でセルの参照により行

う方法のいずれも可能である。本稿では

Excel 上で有価証券報告書のデータを参照す

る方法を採用し、一列目にディメンションと

なるフィールド名を垂直方向へ、二列目移行

に各期のデータを水平方向へ配置した。（図 2） 

 

図 2 主要な指標を集計した表 

 
出所：筆者作成 
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これを Tableauへ接続するにあたっては、

ディメンションとなるフィールド名すなわち

指標名がテーブルの一行目に水平方向に配置

される必要がある。そのために、行と列の入

れ替えを行う。 

Excel では、元データが入力された範囲を

選択してコピーし、「形式を選択して貼り付け」

で「行と列を入れ替える」形式を指定すれば

Tableau への接続に適したかたちに変換する

ことができる。しかし、コピー&ペーストで変

換を行うと、元データが変更された場合にあ

らためてコピー&ペーストの作業をしなおす

必要がある。 

そこで、元データの変更にもリアルタイム

に対応できるよう、TRANSPOSE 関数によって

参照先の行と列の入れ替えを行う（図 3）。

TRANSPOSE 関数を入力する際には、予め、参

照するデータ範囲の行数と同じ列数×参照

データの列数と同じ行数のセル範囲を選択し

ておく必要がある。その際、Excel の参照の

形式を一時的に「R1C1参照形式(1)」にするこ

とで、行番号、列番号共に数字で把握するこ

とができるため、スムーズな範囲選択と関数

式の入力が可能になる。 

 

図 3  TRANSPOSE関数により行・列を入れ替えた表 

 
出所：筆者作成 

 

なお、Tableau で視覚化を行う際に決算年

度をディメンションに指定したり四半期別に

フィルターによる絞り込みを行ったりする必

要があるため、行と列を入れ替えたテーブル

に YEAR（形式：2008）、QUARTER（形式：Q1）、

それらを“&”で結合した期（形式：2008Q1）

の 3つのフィールドを追加する。そして、こ

のシートを Tableauに接続し、決算時期を表

す指標をディメンションに、各指標をメジャ

ーに指定する。 
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3.2 安全性の主要な指標の推移の可視化 

長期・短期の安全性の推移を示すダッシュ

ボードでは、手元流動性比率、CCC、流動比率、

インスタント・カバレッジ・レシオ、D・Eレ

シオ、自己資本比率、固定長期適合率の 7つ

の指標を、折れ線グラフを基本に配置し、指

標の増減が一覧できるようにする。 

可視化の手順は以下の通りである。 

列にディメンションから YEARを、行にメジ

ャーからそれぞれの指標を配置する。Tableau

では、メジャーをビューに反映する際、値の

集計方法が自動的に指定され、「合計（フィー

ルド名）」と表示される。これは、列に指定し

たディメンションの単位でメジャーのフィー

ルドの値が合計されることを意味する。各年

四半期の値は、第一四半期からの数値を累計

した値となっているため、ビューに反映する

値は第一四半期から期末までの合計ではなく、

期末の値に限定する必要がある。そのため、

フィルターに QUARTERを指定し、集計の対象

を Q4に絞り込む。 

続いて、行に配置した指標の右側に同じ指

標の合計を並べて配置する。並べた指標のう

ち、前者を折れ線グラフに、後者を円グラフ

にして、マークの色とサイズに当該指標を指

定する。各指標の円グラフでは、マークラベ

ルを ONにして円に収まるサイズに調整し、円

の中心に表示されるように配置を調整する。

右側に配置し、円グラフにした指標を、棒グ

ラフで示した指標との二重軸とし、軸の同期

を行うことで折れ線グラフの頂点に円が配置

されたビューが完成する。なお、ドン・キホ

ーテの大きな特徴のひとつである、CCC が一

貫してマイナスであることを強調するため、

CCC は 0 のラインを基準にした棒グラフを描

画し、棒グラフの先端に配置した円の色と大

きさで絶対額を表している。さらに、アナリ

ティクス機能に含まれる定数線により、各指

標のリファレンスラインを追加した。これで

長期・短期の安全性の推移を示すダッシュボ

ードが完成する。（図 4） 

 

図 4 長期・短期の安全性の推移を示すダッシュボード 

 
出所：筆者作成 
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4. 推移と比例縮尺図の可視化 

 

4.1 推移と比例縮尺図を描画するための準

備 

貸借対照表や損益計算書、長期、短期の安

全性の個々の指標を示すダッシュボードでは、

推移を示す折れ線グラフと比例縮尺図（棒グ

ラフ）を重ねて表示している。 

ここでは、貸借対照表のダッシュボードを

例に、基本的な作業手順を示す。 

 

図 5 Tableauでの可視化に用いるフィールドを追加した貸借対照表 

 
出所：筆者作成 
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まず、Excel の新しいシートに有価証券報

告書の形式で配置した BSの項目を参照する。

次に、参照した BSの項目の左側に、Tableau

で可視化を行う際に配置、色分け、集計を行

う単位を指定するための項目を定める列を追

加する。 

貸借対照表のダッシュボードでは、指定し

た期間ごとに借方、貸方別に比例縮尺を表す

棒グラフを描く。そのために、一列目のフィ

ールド名を「借方／貸方」として、借方、貸

方の区別を指定する。次に、比例縮尺図の色

分けをするためのフィールドを「F1」（Fはフ

ィールドの意）として設定する。ここでは、

流動資産、固定資産、流動負債、固定負債／

非流動負債、純資産の 5項目に分類する。貸

借対照表の推移を表すビューでは、これらの

5 項目を折れ線グラフで表現するのと合わせ

て、流動資産の構成要素である「現金及び預

金」と純資産の構成要素である「利益剰余金」

を独立した折れ線グラフとして強調表示する

ため、「F1」の中で２項目を独立させた

「FEATURE」というフィールドを設ける。これ

で、有価証券報告書で示される項目のフィー

ルド名を便宜上、「F2」とし、借方／貸方、F1、

FEARTURE、F2の順に階層構造が構築された状

態が完成する（図 5）。 

まだこの段階では Tableauへの接続に適し

た形ではないため、Tableau Add-In in Excel

により、データの変換を行う。Tableau Add-In 

in Excel をセットアップすると、Excel に

[Tableau]というタブが表れる。[Tableau]タ

ブ→[Excel]グループにある[Reshape Data]

ボタンをクリックし、先頭のデータのセル番

地を指定して[OK]ボタンを押すと、Tableau

に最適化された形式に変換され、新しいシー

トのセル A1を基点にして展開される（図 6）。 

 

図 6  Tableau Add-In in Excelの操作画面 

 

出所：筆者作成 

 

ここで 1 行目に並ぶフィールド名が

Tableau 上でディメンションやメジャーとし

て扱われるため、適宜、名称を変更する（図 7）。 

これで Excelによる準備が完了するので、

Tableau Desktopに接続する。 
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図 7  Tableau Add-In in Excelによって展開された貸借対照表 

 
出所：筆者作成 

 

4.2.  推移の可視化 

年単位での推移のビューの作成では、列に

YEARを、行に VALUEを指定する。マークのグ

ラフの種類で線を選択することにより、年単

位での VALUE(2)の合計の推移を表す折れ線グ

ラフが描画される。 

貸借対照表の推移のビューでは、流動資産、

固定資産、流動負債、固定負債／非流動負債、

純資産の 5項目と、現金及び預金、利益剰余

金の計 7本の折れ線グラフを描画し、標準の

状態では利益剰余金のみが表示された状態に

する。そのために、ディメンションの一覧か

ら FEATUREをマークの色とラベルに指定する。

こうすることで、折れ線グラフが流動資産、

固定資産、流動負債、固定負債／非流動負債、

純資産、現金及び預金、利益剰余金の 7本に

分かれ、色分けされる。続いて、FEATURE を

フィルターに指定し、リストから利益剰余金

のみにチェックを入れる。あわせて、FEATURE

のフィルターを表示させることで、チェック
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ボックスにより折れ線グラフに表示したい項

目を選択することが可能になる。なお、折れ

線グラフを描画する際、基本的にはゼロを含

む縦軸上で描画されるが、縦軸を右クリック

して表示される軸のオプションで「ゼロを含

める」のチェックを外すと縦の幅を最大限に

利用して値の増減が表現されるため、より変

化を把握しやすくなる（図 8）。完成したビュ

ーを単独で示したのが図 9である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 軸のオプション 

 

出所：筆者作成 

 

図 9 貸借対照表の推移を表す折れ線グラフ 

 

出所：筆者作成 
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4.3. 比例縮尺図の可視化 

貸借対照表の比例縮尺図は、借方、貸方の

2 本の棒グラフを描画し、借方に資産、貸方

に負債を配置する。ここでも、メジャーは

VALUEを用いるため、VALUEを行に指定する。

年単位で描画を行うために、列にはまず YEAR

を指定する。さらに、その下（列の欄の YEAR

の右側）に借方／貸方を配置することで、年

単位→借方／貸方単位という階層構造が作成

され、棒グラフが描画される。この棒グラフ

を比例縮尺図にするために、マークの色にデ

ィメンションから FEATURE を指定する。

FEATURE は、VALUE を流動資産、固定資産、

流動負債、固定負債／非流動負債、純資産の

5 項目に大分した上で現金及び預金と利益剰

余金が独立して扱われるよう設定したフィー

ルドである。これにより、借方／貸方に分類

された VALUEが FEATUREの 7項目に色分けさ

れる。色分けした項目の表示順は、画面右上

に表示される色の凡例のカード内で項目をド

ラッグ＆ドロップすることにより、任意に指

定することができる。 

最終的に利益剰余金が強調されるよう、色

の編集を行う。（図 10） 

 

図 10 貸借対照表の比例縮尺図 

 
出所：筆者作成 

 

BS の推移シートと BS の比例縮尺図シート

をダッシュボードの上下に配置し、貸借対照

表の推移と比例縮尺図を表すビューが完成す

る。 

 

4.4 四半期単位のビューの作成 

四半期単位のビューは、年単位で作成した

ビューをベースに加工を行う。年単位で作成

した推移、比例縮尺図のシートをそれぞれ複

製し、列に指定するディメンションを YEAR→

QUARTER→借方／貸方と配置し、行には VALUE
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を指定して、VALUE が四半期単位で描画され

るようにする。この状態では全ての年の四半

期単位での VALUEの棒グラフが描画されるた

め、特定の年に絞り込みが行われるよう、フ

ィルターを設定する。 

 

 

5. キャッシュフロー計算書の可視化 

 

5.1 CFSの可視化の準備 

本稿で作成する CFSのダッシュボードの特

徴の一つは、推移を示す折れ線グラフで営業

利益の質と経常利益の質を確認できる点にあ

る。 

CFSの推移では、1．FCF、2．営業活動によ

るキャッシュフロー、3．投資活動によるキャ

ッシュフロー、4．財務活動によるキャッシュ

フロー、6．現金及び預金の 5項目とあわせて、

6．営業利益の質を表す指標として営業利益と

営業 CF（小計）、7．経常利益の質を表す指標

として経常利益と税金控除前営業 CF を折れ

線グラフで表現する。Tableau のワークシー

ト上では、1〜7の項目を任意に選択できる状

態にして、6．営業利益の質を選択した際には

営業利益と営業 CF（小計）の 2本の折れ線グ

ラフが、7．経常利益の質を選択した際には経

常利益と税金控除前営業 CF2本の折れ線グラ

フが描画されるようにする。 

Tableau では色分けを行うためマークの色

に指定するディメンションと表示する項目を

選択するために、フィルターに指定するディ

メンションをそれぞれ個別に指定することが

可能である。本稿では前者を F1.5、後者を推

移重点指標と名付け、表示順を表す No.と結

合した No.+F1.5 というフィールドを用意す

る。 

 

5.2 CFSの推移の可視化 

CFSの推移を表すシートでは、列に YEAR、

行にVALUEを指定し、マークの色にNo.+F1.5、

ラベルに F1.5 を指定した。フィルターには

QUARTERを指定して Q4に絞り込みを行い、同

じくフィルターに推移重点指標を指定し、標

準では FCFを選択した状態にしてフィルター

を表示する（図 11）。6．営業利益の質を選択

すると営業利益と営業 CF（小計）の 2本の折

れ線グラフが（図 12）、7．経常利益の質を選

択すると経常利益と税金控除前営業 CF2本の

折れ線グラフが描画される（図 13）。 

 

図 11 FCFの推移を表す折れ線グラフ 

 

出所：筆者作成 
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図 12 営業利益の質の推移を表す折れ線グラフ 

 

出所：筆者作成 

 

図 13 経常利益の質の推移を表す折れ線グラフ 

 

出所：筆者作成 

 

5.3. 年単位の CFSの可視化 

年単位の CFSの可視化は、営業活動による

キャッシュフロー、投資活動によるキャッシ

ュフロー、FCF、財務活動によるキャッシュフ

ロー、現金及び預金の 5項目をそれぞれ独立

した棒グラフで描画し、キャッシュフローの

絶対額とその増減を表現する。 

ビューの作成は、行に VALUE、列に YEARを

指定し、列のYEARの下（右側）にさらにNo.+F1

を指定して棒グラフを描画し、マークの色に

No.+F1を指定する。その上で、フィルターに

QUARTER（Q4 で絞り込み）、No.+F1 を指定し

No.+F1 のフィルターで営業活動によるキャ

ッシュフロー、投資活動によるキャッシュフ

ロー、FCF、財務活動によるキャッシュフロー、

現金及び預金の 5項目に絞り込みを行う（図 

14）。 
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図 14 年単位の CFSの推移を表す比例縮尺図 

 
出所：筆者作成 

5.4. 各年度にフォーカスした CFS の可視

化 

続いて、単年度にフォーカスして CFS全体

の可視化を行う。列には、年単位の CFSで可

視化を行った際にも用いた No.+F1を指定し、

更に、その下（右側）、CFSの細目である No.+F2

を指定する。行には VALUEを指定する。マー

クの色には F1を指定し、フィルターは年単位

で表示するよう、指定した上で、QUARTER で

Q4に絞り込みを行う（図 15）。 

図 15 単年度の CFSを表す比例縮尺図 

 
出所：筆者作成 
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6. 安全性の指標の可視化 

 

6.1. 安全性比例縮尺指標の Excel ワーク

シートの準備 

安全性の比例縮尺図を作成するにあたり、

BS、IS、CFS の比例縮尺図の準備を行った手

順と同様に、可視化する単位ごとにフィール

ドを設定し、階層を構成する。 階層ごとに独

立したフィールドを設けることにより、指標

ごとに独立したシートを設けず、単一のシー

トで複数の指標に対応することを可能にする

（図 16）。 

 

図 16 安全性比例縮尺指標の Excelワークシート 

 
出所：筆者作成 

 

このシートを Tableau Add-In in Excel に

よって変換したものを Tableauに接続し、4.1

から 4.5に示した手順で手元流動性比率、流

動比率、インスタント・カバレッジ・レシオ、

D/E レシオ、自己資本比率、固定長期適合率

の可視化を行う。個別のダッシュボードの構

成についてはTableau Publicに公開したワー

クブックを参照されたい。 

 

 

7. CCCの可視化 

 

7.1. CCCの推移の可視化 

CCC のダッシュボードでは、安全性の主要

な指標の推移の可視化の準備（3.1）で作成し

た指標 Tシートを用いて、最上部に CCCとCCC

を構成する売上債権回転日数、棚卸資産回転

日数、仕入債務回転日数の 4つの指標の推移

を配置する。 

 

7.2. CCCの比例縮尺図の可視化 

CCCのダッシュボードでは、3つの比例縮尺

図を可視化する。1つ目は、CCCと、CCCを構

成する売上債権回転日数、棚卸資産回転日数、

仕入債務回転日数の 4 つの指標を示す。2 つ

目は、売上債権回転日数の構成要素である受

取手形・売掛金と、棚卸資産回転日数の構成

要素である商品・製品、仕入債務回転日数構

成要素である買掛金を示す。3 つ目は、仕入

債務回転日数構成要素である売上原価と、売

上債権回転日数の構成要素である売上高を示

す。 

Excel では、安全性の主要な指標の推移の

可視化の準備（3.1）で作成した CCCと売上債
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権回転日数、棚卸資産回転日数、仕入債務回

転日数、有報の項目より受取手形・売掛金、

商品・製品、買掛金、売上高、売上原価を抽

出した CCC比例縮尺指標というシートを設け、

借方／貸方に分類するためのフィールドと色

分けするためのフィールドを設ける（図 17）。 

 

図 17  CCCの指標を整理する Excelワークシート 

 
出所：筆者作成 

 

図 17 を Tableau Add-In in Excel で変換

したシートを接続し、3 つの比例縮尺図を作

成する。いずれも、列には YEARと借方／貸方

を分類するフィールドを、行には VALUEを指

定し、フィルターに QUARTER を指定して Q4

で絞り込みを行う。それぞれの比例縮尺図で

色分け用に設定したフィールドをマークの色

に指定することで、3つの比例縮尺図（図 18、 

図 19、図 20）が完成する。 

 

図 18 CCCの構成要素を示す比例縮尺図 

 
出所：筆者作成 
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図 19 受取手形・売掛金、商品・製品、買掛金を示す比例縮尺図 

 
出所：筆者作成 

 

図 20 1日あたりの売上原価と売上高を示す比例縮尺図 

 
出所：筆者作成 

 

3 つの比例縮尺図では、売上債権回転日数

の構成要素に赤系統の色を、棚卸資産回転日

数の構成要素に橙色を、仕入債務回転日数の

構成要素に青系統の色を指定することにより、

CCC とその構成要素の構造を一覧で把握する

ことを可能にしている（図 21）。 
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図 21 CCCダッシュボード 

 
出所：筆者作成 
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8. おわりに 

 

本稿では、Tableau を用いた安全性分析ダ

ッシュボードを作成するためのデータ準備と

可視化の手順を示した。 

本稿で作成した安全性分析ダッシュボード

の特徴は、Tableau に接続するデータを準備

する際、データの分類、集計、色分けを行う

ためのフィールドを、有価証券報告書の貸借

対照表、損益計算書、キャッシュフロー計算

書の項目の上位階層となるように配置する点

にある。作成した安全性分析ダッシュボード

に含まれる各ワークシートの行／列やマーク

に指定したフィールドと同じ階層構造でフィ

ールド整備し、Tableau Add-In in Excel に

より Tableauに接続するシートへ展開するこ

とにより、様々な企業の財務データを

Tableau ワークブックに接続して可視化する

ことが可能になる。 

税理士や会計事務所担当者が中小企業を対

象に安全性分析ダッシュボードを活用する際

は、本稿で四半期単位で接続したデータを月

次単位で準備すれば、年度、月次と可視化の

単位を柔軟にドリルダウン・ドリルアップす

ることが可能である。 

 

 

（注記） 

(1) 通常、Excel では列番号をアルファベッ

トで、行番号を数字で表し、セル番地を「B1」

のように表現する。R1C1方式は、行（ROW）、

列（COLUMN）ともに数字で表し、例えば、1

行目の 2列目のセル番地を「R1C2」と表現

する参照形式である。執筆時点での最新バ

ージョン（バージョン 1902）の場合、Excel

のオプションの[数式]にある[数式の処理]

で[R1C1 参照形式を使用する]にチェック

を入れることで R1C1 参照形式に切り替え

ることができる。 

(2) VALUE のフィールドは、推移を示す折れ

線グラフ、比例縮尺図の棒グラフの縦軸に

配置される。その際、数値の単位（百万円）

が表示されるよう、本稿で扱う Tableauワ

ークブック上では、表示される名称を「（百

万円）」に変更している。そのため、図中で

行に指定している VALUE のフィールドは

「合計（百万円）」と表示されるが、本文中

で示すメジャーのフィールド名は VALUEと

表記する。 
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